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The effects of ICT learning prior to operative practical training
要旨
　手術室実習の事前学習として情報通信技術（ICT）を活用することによって得られる学習効果を明らか
にすることを目的に、A大学３年次看護学生83名を対象に本研究を行った。手術室実習の事前学習として
術中看護に関する動画視聴の課題を出し、手術室実習後に自記式無記名質問紙調査を実施した。調査内
容は、視聴状況、視聴内容の分かりやすさ、手術室実習への興味、手術看護の理解、手術室実習の不安
軽減、手術室実習への役立ち、視聴による利点と改善点であり、Spearmanの順位相関係数を用いて分析
した。視聴内容の分かりやすさと手術室実習への興味（r＝.592、p＜.01）、視聴内容の分かりやすさと手術
室実習への役立ち（r＝.508、p＜.01）、手術看護の理解と手術室実習の不安軽減（r＝.442、p＜.01）で相
関がみられた。ICTを活用することで手術室実習における学習効果が高まることが示唆された。
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　手術室実習、手術看護、周手術期看護、情報通信技術（ICT）、看護基礎教育
Abstract
　This study investigated the effects of information and communication technology (ICT) learning prior to 
operative practical training. The subjects were 83 junior-year nursing students at University A. We had the 
students watch a video about intraoperative nursing before operative practical training, and conducted an 
anonymous self-administered questionnaire after the training. The questionnaire items were whether they 
watched the video; whether the video was easy to understand; whether they were interested in operative 
practical training; how well they understood operative nursing; whether the video reduced their anxiety about 
operative practical training; whether the video was helpful in operative practical training; and other benefits and 
necessary improvements of watching the video. The results were analyzed using Spearman’s rank correlation 
coefficients. A correlation was found between whether the video was easy to understand and whether they 
were interested in operative practical training (r = .592, P < .01); whether the video was easy to understand and 
whether the video was helpful in operative practical training (r = .508, P < .01); and how well they understood 
operative nursing and whether the video reduced their anxiety about operative practical training (r = .442, P < 
.01). The results suggest that the use of ICT can enhance the learning effects of operative practical training.
Key words
　operative practical training, operative nursing, perioperative nursing, information and communication 
technology (ICT), basic education in nursing
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Ⅰ　はじめに
　手術看護の専門性の高さから手術室実習の
実施についての見解は分かれ、手術室実習を
不要と捉えている看護大学もある。しかしそ
の一方で、手術室実習を行うことで、患者の
体験理解や麻酔による影響、身体への侵襲、
継続看護の理解が深まるなど1-3)、手術室実習
の意義と効果が明らかになっている。また手
術室実習は、手術後の看護展開を行う際にも
不可欠なものである4)と言われており、手術
室実習は周手術期看護学実習（以下、周手術
期実習）の学びと強く関連している。そのた
めA大学でも同様の考えに基づき、実習施設
の手術室臨地実習指導者と連携を図り、周手
術期実習において手術室実習を行っている。
　近年、看護教育において情報通信技術
（Information communication technology；
以下、ICT）が様々な場面で活用されており5-8)、
時間や場所を問わず繰り返し自らの学習進度
に沿って学べるこの方法は、実践場面の減少
や対象者をイメージ化することが困難な学生
にとって、模擬体験や自己学習を支援するシ
ステムとして効果的である9,10)ことが明らか
になっている。A大学でも学内に無線LANが
完備され、入学時に学生ごとに１台のノート
パソコンが貸与されるため、学生は時間や場
所を問わずインターネットやMoodle（オー
プンソースのeラーニングプラットフォーム）
にアクセスすることが可能な状況である。ま
た１年次の授業からICTや動画視聴（以下、
視聴）を取り入れた講義や演習も多く、学生
はICTに慣れ親しんだ学習環境で看護を学ん
でいる。そこで今回、より効果的な手術室実
習を検討する中で、手術室実習での学びを深
めるための事前学習ツールとしてICTを導入
することとした。
Ⅱ　目的
　本研究の目的は、手術室実習の事前学習と
してICTを活用することによって得られる学
習効果を明らかにし、ICTを活用した手術室
実習の方向性の示唆を得ることである。
Ⅲ　方法
１．事前学習
　A大学の看護学生（以下、学生）は、２年
次前期に周手術期看護学の講義、２年次後期
に周手術期看護学の演習を履修した後、３年
次前期に周手術期実習を履修する。本研究で
は、周手術期実習が始まる前の春期休業中に、
Moodleを用いて術中看護に関する視聴を行
うよう課題を課した。視聴時期は基本、春期
休業中としたが春期休業後でもいつでも視聴
できるように設定した。本研究で用いた動画
は、術中看護に関する既存のDVDであり、
時間は30分で肺がん患者の事例であった。な
お、DVDの詳細は発売元の指示にて省略する。
また視聴と連動した事前学習として、春期休
業中に視聴内容を整理し記述するワークブッ
クの課題と、春期休業後に確認テストを実施
した。
２．手術室実習
１）手術室実習の概要
　周手術期実習では、全身麻酔下での手術患
者を１人受け持ち、２週間で術前・術中・術
後の看護実践を学ぶことを目標としている。
手術室実習は、周手術期実習の実習内容に含
まれており、原則、周手術期実習の受け持ち
患者の手術日に行っている。手術室実習の目
標は、手術に伴う患者の身体機能、心理的状
況を理解し、手術室における看護の実際を学
ぶこととしている。手術室実習は２週間の実
習のうち、実習開始後４日以内に約９割の学
生が行っている。対象患者は、診療科別では、
消化器が約５割、呼吸器が約２割、心臓血管・
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脳神経・整形等が各１割ほどであり、術式は、
開腹・開胸・開頭等の切開手術が約２割、鏡
視下手術が約８割である。
２）具体的な手術室実習の方法
　学生は、周手術期実習初日の学内実習で、
担当教員（以下、教員）から手術室実習を含
めた周手術期実習のオリエンテーションを受
けた後、同日または翌日の病院実習初日に、
手術室の臨地実習指導者から手術室への入退
室方法、構造や設備、安全確保、連携等につ
いてオリエンテーションを受ける。その後、
学生は手術室実習当日までに、受け持ち患者
の疾病・術式・心理に沿って、自らの実習目
標や学びたい内容を手術室実習記録用紙に記
述し、教員の指導を受ける。手術室実習当日
は、学生は受け持ち患者の入室時間より前に
手術室に行き更衣、手洗いを済ませた後、担
当の外回り看護師に自己の実習目標や内容を
伝える。患者の手術室入室時には、外回り看
護師とともに患者への挨拶を行い、その後手
術終了まで外回り看護師の指導のもとに手術
室実習を行う。学生の指導は外回り看護師に
一任しており、教員は手術室実習には同行し
ていないが、事前に手術室の臨地実習指導者
と実習目標や方法等について打ち合わせを行
った上で指導を依頼している。また手術室実
習は、原則として見学実習としているが、実
習施設の指導体制により出血量や尿量測定、
ガーゼカウント等一部の看護実践も行ってい
る。学生は実習終了後、手術室実習で得た学
びを自らの実習目標や内容に沿って手術室実
習記録用紙に記述し、実習記録を教員に提出
する。実習記録はすべて揃った時点で手術室
実習を行った実習施設にも提出し、学生の学
びを共有している。
３．調査対象、期間、方法、調査内容
　本研究では、周手術期実習において手術室
実習を行ったA大学３年次の学生83名を対象
とし、2016年４～７月に自記式無記名質問紙
調査を行った。対象者には、周手術期実習の
最終日に、教員が調査の概要と目的、方法を
文書および口頭で説明し調査用紙を配布した。
調査用紙は無記名とし、調査用紙とともに配
布した封筒に入れ学内に設置した回収箱に学
生が自由に投函できるようにした。調査内容
は、基本属性、手術室実習前の手術室実習へ
の興味と手術室実習への不安、視聴時期、視
聴場所、視聴機器、視聴操作方法の簡単さ、
視聴内容の分かりやすさ、視聴後の手術室実
習への興味、手術看護の理解、手術室実習の
不安軽減（５件法）、手術室実習への役立ち（４
件法）、視聴による利点と改善点（自由記述）
であった。
４．分析方法
　分析には統計解析ソフト「SPSS Statics 
Ver.22」を用いた。各調査内容の基礎統計量
を算出した後、視聴前後の手術室実習への興
味、視聴前後の手術室実習への不安、視聴内
容の分かりやすさと手術室実習の興味、手術
看護の理解、手術室実習の不安軽減、手術室
実習における役立ちの関係をSpearmanの順
位相関係数を用いて分析を行い、有意水準を
５％とした。
５．倫理的配慮
　新潟青陵大学倫理審査委員会による承認を
得て行った（承認番号2016005号）。具体的に
は、対象者に研究の趣旨や方法、研究協力の
任意性および中断の自由、結果の公表等につ
いて文書と口頭で説明した。また調査は無記
名で行い個人が特定されないようすること、
調査用紙の開封は３年次の領域別実習がすべ
て終了した後とし、実習教員が実習終了後に
見ることはないこと、加えて実習評価に影響
しないことを文書と口頭で説明し、自由意思
による協力を得た。なお対象者による調査用
紙の投函を以て研究協力の同意を得たものと
した。
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Ⅳ　結果
１．対象者の概要
　調査用紙は配布数83部、回収数81部（回収
率97.6％）、有効回答数53部（有効回答率65.4
％）であった。また平均年齢は20.3±0.4歳、
性別は、男性１名（1.9％）、女性52名（98.1％）
であった。
２ ．視聴の概要
　視聴時期（複数回答）は、「春期休業中」
42名、「周手術期実習前」13名、「周手術期実
習開始から手術室実習前」１名であった。視
聴場所（複数回答）は、「大学」48名、「自宅」
９名であり、視聴機器（複数回答）は、「パ
ソコン」53名、「スマートフォン」１名であ
った（表１）。また操作方法は簡単だったか
については「そう思う」34名（64.１％）、「や
やそう思う」18名（34.0％）であり、視聴し
た内容は分かりやすかったかについては「そ
う思う」25名（47.2％）、「ややそう思う」22
名（41.5％）であった（表２）。
３ ．視聴による手術室実習および手術看護へ
の認識の変化
　手術室実習前の状況として、手術室実習に
興味があったかについては「あった」32名
（60.4％）、「ややあった」17名（32.1％）で
あり、手術室実習は不安だったかについては
「そう思う」17名（32.1％）、「ややそう思う」
25名（47.2％）であった（表３）。
人数
視聴時期 春期休業中 42
周手術期実習前 13
手術室実習前 1
視聴場所 大学 48
自宅 9
視聴機器 パソコン 53
スマートフォン 1
     　表1　視聴の概要　 n=52(複数回答)
人数 （％）
操作方法の簡単さ そう思う 34 (64.1)
 ややそう思う 18 (34.0)
 あまりそう思わない 1 (1.9)
そう思わない 0   （0.0）
視聴内容の分かりやすさ そう思う 25 (47.2)
 ややそう思う 22 (41.5)
 あまりそう思わない 6 (11.3)
そう思わない 0   （0.0）
　　　　　　　表2　操作方法と視聴内容　　　　　n=53
人数 （％）
手術室実習への興味 あった 32 (60.4)
ややあった 17 (32.1)
どちらでもない 3 (5.6)
あまりなかった 1 (1.9)
なかった 0   （0.0）
手術室実習の不安 そう思う 17 (32.1)
 ややそう思う 25 (47.2)
どちらでもない 4 (7.5)
 あまりそう思わない 4 (7.5)
そう思わない 3 (5.7)
  表3　手術室実習前の手術室実習への興味と不安  n=53
　視聴により手術室実習に興味をもつことが
できたかについては「そう思う」21名（39.6％）、
「ややそう思う」17名（32.1％）、視聴が手
術室実習に役立ったかについては「そう思う」
14名（26.4％）、「ややそう思う」29名（54.7％）、
視聴により手術室実習の不安が軽減したにつ
いては「そう思う」４名（7.5％）、「ややそ
う思う」22名（41.5％）であった。また視聴
により手術看護が理解できたかについては
「そう思う」９名（17.0％）、「ややそう思う」
30名（56.6％）であった（表４）。
　また視聴前後の手術室実習への興味、視聴
前後の手術室実習の不安について相関係数を
求めた結果、「視聴前後の手術室実習への興
味」r＝.394で弱い相関がみられたが、「視聴
前後の手術室実習の不安」r＝.084で相関は
みられなかった。
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そう思う やや
そう思う
どちらでも
ない
あまり
そう思わない
そう思わない
手術室実習への興味 21 17 12 2 1
(39.6) (32.1) (22.6) (3.8) (1.9)
手術室実習への役立ち 14 29 ― 10 0
(26.4) (54.7) ― (18.9) (0.0)
手術室実習の不安軽減 4 22 17 7 3
(7.5) (41.5) (32.1) (13.2) (5.7)
手術看護の理解 9 30 13 1 0
(17.0) (56.6) (24.5) (1.9) (0.0)
　　　　　　表4　視聴による手術室実習および手術看護への認識の変化　　　　　　n=53
人数（％）
４ ．視聴内容の分かりやすさと手術室実習お
よび手術看護への認識の関連性
　視聴内容の分かりやすさと手術室実習およ
び手術看護への認識の関連性を明らかにする
ために、視聴内容の分かりやすさと手術室実
習への興味、手術室実習への役立ち、手術室
実習の不安軽減、手術看護の理解について相
関係数を求めた。その結果、「視聴内容の分
かりやすさと手術室実習への興味」r＝.592、
「視聴内容の分かりやすさと手術室実習への
役立ち」r＝.508で中程度の相関がみられたが、
「視聴内容の分かりやすさと手術看護の理解」
r＝.379、「視聴内容の分かりやすさと手術室
実習の不安軽減」はr＝.275で弱い相関に留ま
った。また、「手術看護の理解と手術室実習
の不安軽減」r＝.442で相関がみられた（表５）。
　視聴が実習に役立った理由（複数回答）で
は、「視聴したことで理解が深まった」35名
（66.0％）が最も多かった。これに対して、
役立たなかった理由（複数回答）では、「内
容を覚えていなかった」７名（13.2％）が最
も多く、「視聴してから期間が経っていて忘
れてしまった」の自由記載もみられた。
５ ．視聴に関する自由記述
　視聴による利点として、「手術看護がどう
いうものか具体的にイメージできた」「手術
看護の流れが分かった」「動画なので教科書
よりも理解が深まった」等、手術看護の流れ
や理解が深まったという記述が多くみられた。
改善点としては、「自宅でも視聴できるよう
にしてほしい」「動画が途中で止まる」「編が
長い」等、視聴環境に関する記述がみられた。
視聴内容の
分かりやすさ
手術室実習への
興味
手術室実習への
役立ち
手術室実習の
不安軽減 手術看護の理解
視聴内容の
分かりやすさ
― .592** .508** .275* .379**
手術室実習への
興味
― .432** .312* .258*
手術室実習への
役立ち
― .409** .381**
手術室実習の
不安軽減
― .442**
手術看護の理解 ―
Spearmanの順位相関分析　**p＜.01　*p＜.05
　　　　　　表5　視聴内容の分かりやすさと手術室実習および手術看護への認識の関連性　　　n=53
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Ⅴ　考察
１ ．ICTを活用した事前学習による手術室実
習における学習効果
　本研究では、手術室実習の事前学習教材と
して導入した術中看護に関する動画の視聴内
容の分かりやすさと、手術室実習への興味、
役立ちに相関があることが明らかとなった。
そこでまず本研究における視聴内容の分かり
やすさについて定義をしておきたい。学生が
認識する視聴内容の分かりやすさには２種類
の要素が含まれていると考える。つまり、講
義や演習で既習の学生にとって理解しやすい
疾患であること、そして実際の術中看護の流
れを分かりやすく再現した内容で手術室実習
がイメージしやすいものであることである。
本研究においても、視聴した動画は肺がんの
事例であり、術中看護の流れを分かりやすく
まとめた内容となっていた。実際、視聴内容
が分かりやすかった、まあ分かりやすかった
と回答した学生は88.7％であり、視聴により
「手術看護がどういうものか具体的にイメー
ジできた」「手術看護の流れが分かった」の
記述がみられている。このことから、事例設
定や内容、術中看護の流れがイメージしやす
いものであるかどうかが、分かりやすい視聴
においては必須条件であることは明らかであ
ると言える。
　また視聴と手術室実習への興味、視聴と手
術室実習への役立ちに中程度の相関があった
ことから、視聴内容が分かりやすかったこと
で手術室実習への興味が増すと同時に、視聴
した内容が手術室実習ですぐに活かせる内容
となっていたことが明らかとなった。このこ
とから、分かりやすい視聴によって、間近に
迫った手術室実習に興味を向け、手術室実習
をイメージしておくことで、実際の手術室実
習の際に困らずに実習が行えていたことがわ
かる。しかし、視聴前後の手術室実習への興
味でも弱い相関がみられたことから、もとも
と手術室実習に興味をもっていた学生は視聴
後も興味が高い等、手術室実習への興味は学
生の個人的な背景により影響されている可能
性も示唆された。
　本研究では、手術室実習前の段階で、手術
室実習に興味があった学生は60.4％、やや興
味があった学生は32.1％で合わせて９割強で
あったが、筆者らの研究で、手術室看護に興
味があると回答した学生は35.4％、やや興味
があると回答した学生は36.7％であり11）、こ
れは溝部らの手術室実習前に手術室看護に興
味がある22.9％、手術室看護にまあ興味があ
る44.3％12)と類似の結果であった。このこと
から、手術室実習への興味と手術看護への興
味は必ずしも一致しない可能性が示唆された。
今後は手術室実習への興味が手術看護への興
味に繋がるような関わりが必要である。
　また本研究では、視聴前後の手術室実習の
不安に相関はみられなかったが、視聴内容の
分かりやすさと手術室実習の不安軽減には弱
い相関、手術看護の理解と手術室実習の不安
軽減には相関があることが明らかとなった。
手術室は多くの学生が初めて足を踏み入れる
空間であり、学生自身にも自覚できていない
不安や脅威の感情が高く、特に状態不安は女
子学生の方が有意に高い13)ことが言われてい
る。先に述べたように分かりやすい動画を視
聴することで、手術室実習の流れが分かりイ
メージができることで手術看護の理解が深ま
り、手術室実習の不安が軽減したと言える。
また過度の不安や恐怖は、学生が手術室実習
において実際に目にした身体への侵襲や麻酔
による影響などを既習の知識と結びつけ、手
術看護の理解を深めることを困難にさせてし
まうことも考えられる。このことから、分か
りやすい視聴により手術看護への理解が深ま
り、手術室実習の不安軽減が図られることで、
さらに手術看護への理解が深まっていく可能
性が示唆された。
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２．ICTを活用した手術室実習の方向性
　本研究では視聴内容は分かりやすかったと
する学生が多かった一方で、動画が途中で止
まったり、自宅で見れなかった等の記述があ
った。これは、時間や場所を問わず学習でき
るICTの利点が十分活かされていない状況で
ある。吉川らの研究では、約９割の学生が自
宅で20時以降に視聴を利用しており14)、学生
は自宅での利用を希望していると言える。そ
のため、今後可能な限りいつでもどこでも視
聴できる環境を整備していくことが必要であ
る。また本研究では、一方向の視聴による学
習方法を用いたが、吉川らによるビデオ学習
とインタラクティブ教材による学習効果を比
較検討した研究では、インタラクティブ教材
の方が学習意欲向上、要点の分かりやすさ等
で有意に高く評価された15)と報告されている。
A大学においては、双方向型のICTを用いた
講義も行われつつあるが、手術看護教育に関
しても検討していく必要がある。
　大下らは、実習初日のオリエンテーション
時に手術室独自の看護技術や患者疑似体験を
取り入れたデモンストレーションを行うことで
学生の緊張緩和や不安の軽減に繋がる16)と報
告している。A大学でも、実習施設の状況に
よるが手術室実習オリエンテーションの際に、
実際に手術台に臥床し手術台の狭さや無影灯
による圧迫感、体圧分散寝具や保温装置等の
体感をしている。体験することで手術室実習
をイメージすることが可能となり、手術室実
習時の学生の不安軽減に繋がるが、体験でき
ない部分に関してはICTを活用することで近
似した効果が得られるのではないかと考える。
　手術室実習を行うことによって学生は、「手
術が及ぼす侵襲に対するリアルな理解」や「手
術室実習に対するイメージと現実とのギャッ
プの修正」、「手術室の環境の理解」や「手術
に関連した影響」、「手術室看護師としての役
割」等を学習している17-19)ことが明らかとな
っている。また、実習施設の状況によって差
はあるものの、手術室実習を行うことで、手
術室独自の看護技術を実際に見学や実施でき
る20)貴重な機会となっている。このことから、
可能な限り手術室実習を取り入れていくこと
が有用だが、専門性が高い手術室実習を行う
ことが困難な場合にも、ICTを活用すること
で手術室実習をイメージすることができ、手
術看護の理解を深めていくことが可能となる
ため、ICTを活用した手術看護の学習を検討
していく必要がある。
　周手術期看護に関する講義や演習でも積極
的にICTを活用していくことで、講義と演習、
実習が連動し手術室実習が効果的な学習機会
となるように整備することで、手術看護への
理解を促すと同時に、術中看護の理解が周手
術期看護の理解へも繋がるよう支援していき
たい。
Ⅵ　結論
１ ．術中看護に関する分かりやすい動画視聴
を行うことで、手術室実習への興味、手術
室実習への役立ちに効果がみられた。
２ ．手術看護の理解が深まることで手術室実
習の不安軽減に繋がることが明らかとなった。
３ ．事前学習としてICTを活用することで、
手術室実習における学習効果が高まること
が示唆された。
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